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５月28日松江市において、第62回全国土地改良功労者表彰等の表彰授与式を執り行いました。 

この表彰は日々優秀な活動を続けてこられた土地改良区や困難な土地改良区の運営に長年携わ

られご尽力された方、さらに農業農村整備コンクール優良地区に選定された団体に贈られる表彰

で、昨年10月に開催予定であった全国土地改良大会と今年3月末の全土連総会での表彰式が予定さ

れていましたが、コロナ禍によりそれぞれ中止となりましたので今回まとめて授与式を行いまし

た。 

式には来賓として中国四国農政局柵木農村振興部長（オン

ライン）、島根県農村整備課堀野課長、農地整備課竹中課長に

出席していただき、総勢19名で行いました。 

冒頭、県土連の長岡会長より「長きに亘り農業農村の発展に

日夜ご努力され、豊富な経験や知見はこれからの島根県の農

業農村を発展させていく上で重要であり貴重なものと考えて

いる。今後もそれぞれの立場で一層のご指導を賜り土地改良

事業の推進と地域振興にご尽力賜りますようお願い申し上げ

ます」と挨拶がありました。 

引き続き授与式が行われ、それぞれの代表者に表彰状が長岡会長より贈呈されました。 

その後、農林水産大臣表彰を受賞された安来市土地改良区の田中武夫理事長（安来市長）及び個

人表彰を受賞された大梶泰男氏、田中康義氏から謝辞が述べられ閉会しました。 

各表彰の受賞者（団体）は以下のとおりです。 
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 ☆第62回全国土地改良功労者等表彰 

  【農林水産大臣表彰】 安来市土地改良区 

  【全 土 連 会 長 賞】 団体表彰：隠岐の島町土地改良区 

     個人表彰：大梶泰男氏（前大社町土地改良区理事長） 

  ☆令和２年度農業農村整備優良地区コンクール 

   【農村振興局長賞】 農業振興部門：島根県安田地区 

             （安来市土地改良区・安田地区圃場整備事業推進協議会） 

  ☆令和２年度全国土地改良事業功績者表彰 

   【全土連会長表彰】 田中康義氏（前出雲市布崎土地改良区理事長） 
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５月28日（金）ホテル一畑「平安の間」において「しまね

水土里女性の会」設立総会が総勢56名出席のもと開催され

ました。冒頭、県土連の長岡秀人会長より「国においては平

成27年度に「女性活躍推進法」が施行され、成長社会の原動

力として女性がその個性と能力を発揮できる「女性が輝く

社会」の実現に向けた取り組みが進められている。土地改良

関係においては全国で22の「水土里ネット女性の会」が設立

され農業農村整備に取り組む女性が参集して積極的な活動

を展開しており、島根県においても土地改良に関係する女

性が集い、相互のネットワークと親睦を深め、島根の農業・

農村の持続的発展と女性がより一層活躍できる農村環境づ

くりに取り組むため「しまね水土里女性の会」の設立に至っ

た」と挨拶がありました。 

続いて中国四国農政局の柵木農村振興局長よりオンライ

ンで挨拶があり「女性の会では同じ土地改良の仕事に携わ

れている女性同士が気軽に情報交換をできる場となる。情

報交換により女性の持つ柔らかい発想でこれからの農業農

村の振興に繋がる新しい取り組みに発展させることが可能

であり、このたび女性の会という新しい器ができ、今後皆様のお力でその器に色々なものを詰めて

頂き、女性が活躍する会となることを期待する」と述べられました。 

総会では４つの議案が提出され、すべての議案が賛成多数で承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このうち第２号議案の「役員の選任」において会長に選任された永井裕紀氏より「この会の発足

を機に県下の土地改良関係女性職員の横の繋がりを密にし、何でも相談できるような環境にしてい

きたいので、会員及び関係者の皆様には是非ともご協力をお願いします」と挨拶がありました。 

 会の事務局は県土連が担いますが、会員との連携を密にして今後の活動を積極的に支援します。 

「しまね水土里女性の会」設立総会 開催 

＝ 承認された提出議案 ＝ 

第１号議案 規約の制定について 

第２号議案 役員の選任について 

        会 長：永井裕紀（津和野町土地改良区） 

        副会長：勝部聡子（県土連） 

        会 計：山田マキ（県土連） 

        監 事：池田淑子（揖屋干拓地土地改良区） 

            木本節子（県土連） 

第３号議案 令和３年度 活動計画について 

第４号議案 令和３年度 会計収支予算（案）について 

主催者挨拶：長岡会長 

女性の会会長に就任された永井裕紀会長 
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県土連の令和３年度第１回役員会が５月14日、本会役員室で開催され、諸規程の改正や「しまね

水土里女性の会」（仮称）の設立などについて審議が行われました。 

役員会では長岡秀人会長が冒頭に挨拶され、議事に入り長岡会長が議長となり、議事録署名人に

嘉戸隆理事（美郷町長）と多久和卓志専務理事を選任し議案の審議に入りました。提出された３議

案について事務局が説明後、審議が行われいずれも全会一致で了承されました。 

 

この度、水土里ネット島根に採用となりました、城﨑まいと申します。 

 私は、学生時代の部活動でのマネージャーとして培った力を活かして、人を

サポートする仕事をしたいと思い、採用試験を受験しました。 

 わからないことばかりでお手数をおかけすることと存じますが、積極的に勉

強をし、早く仕事を覚えて、連合会や地域の方々に貢献できるように精進して

まいります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

（所属 総合調整グループ） 

 

この度、水土里ネット島根に採用となりました、足立大樹と申します。 

私は大学の専攻が水利施設工学でしたので、学んだことを活かせる仕事に就き

たいと考え、水土里ネット島根の採用試験を受験しました。まだわからないこ

とがたくさんあり皆様にはご迷惑をお掛けすると思いますが、一日でも早く仕

事を覚え、島根県の農地・農村の発展に貢献できるよう努力してまいりますの

で、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

（所属 技術支援グループ） 

 

この度、水土里ネット島根に採用となりました、阿部宏祐と申します。 

 大学では土木関係の知識はほとんど学んでいないため、分からないこと、知

らないことばかりで、日々自分の未熟さを痛感しております。 

お手数をおかけすることも多々あると思いますが、１日でも早く島根県の農業

の改善に貢献できるよう、一生懸命仕事に取り組んでまいりますので、ご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

（所属 水土里推進グループ） 

 

この度、水土里ネット島根に採用となりました、柳樂圭吾と申します。 

 私は大学生の頃、地元で働きたいと思い就職活動を行っていました。そんな

時、水土里ネット島根の業務内容を拝見し、行っている事業について調べてい

くうちに地元のために尽力できると場所だと思い、志望いたしました。 

県土連 令和３年度第１回役員会 開催 

水土里ネット島根 新規職員自己紹介 

城﨑 まい 

足立 大樹 

阿部 宏祐 

柳樂 圭吾 

（次頁へ続く） 
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 主な担当業務は施設管理です。島根県各地をまわり揚水機や排水機など、農業水利施設を点検し

ていきます。初めての職場で分からないことだらけですが、一日でも早く仕事を覚えるため、努力

してまいります。ご指導のほどよろしくお願いします。 

（所属 水土里推進グループ） 

 

この度、水土里ネット島根に採用となりました、谷兼太朗と申します。 

 私は大学で情報を専攻しました。地元島根県で役に立てることはないだろうかと

思っていたところ、農業においても情報技術が必要とされていることを知りました。

そして今、島根の農業のために学んだ知識を活かせるチャンスを頂いていることに、

強い縁を感じております。 

 今はまだご迷惑をおかけするばかりの未熟な私ですが、仕事を覚え、お役に立て

るよう頑張りますので、ご指導のほどよろしくお願いします。 

（所属 水土里推進グループ） 

 

去る５月26日（水）、島根県土地改良会館 大会議室におい

て「しまね農村災害ボランティアネット」設立総会が開催され

ました。当日、設立総会の前には、「農村災害復旧技術者認定

制度」の廃止を受け、「島根県農村災害支援協議会」の解散総

会が開かれました。両総会には、引き続き会員となる30名（委

任状34名）が出席し、水土里ネット島根の多久和専務理事が議

長となり「島根県農村災害支援協議会」の解散を全員一致で承

認、可決。その後、新組織の設立に伴う規約の制定をはじめ、

５議案について承認可決され、農業農村施設災害の未然防止・保全に努めていく組織「しまね農村

災害ボランティアネット」が新たに発足しました。役員は次のとおりです。 

会長：多久和卓志（水土里ネット島根専務理事）、副会長：竹中一行（県農地整備課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttp://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

「しまね農村災害ボランティアネット」設立総会 開催 

谷 兼太朗 


